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日
進
市
農
業
委
員
会
　
　
　

会
長　

牧　
　

正
行

　

平
成
20
年
７
月
に
日
進
市
農
業
委
員
会
の
改
選

で
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
牧
正
行
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

い
ま
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
か
、
異
常
気
象
で

農
産
物
に
も
異
変
が
見
ら
れ
、
戸
惑
う
日
々
で
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
相
次
ぐ
食
品
の
偽
装
が
食
の
安
全
・
安

心
へ
の
消
費
者
の
強
い
関
心
事
と
な
り
、
農
産
物

に
も
目
を
向
け
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
様
な
環
境
の
な
か
で
あ
り
ま
す
が
、
農
業

委
員
会
の
使
命
・
役
割
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
農

地
を
農
地
と
し
て
守
る
こ
と
で
す
が
、
近
年
は
農

業
従
事
者
の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
と
進
む
都
市

化
で
元
々
優
良
農
地
で
あ
っ
た
農
地
が
遊
休
農
地

化
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
目
に
つ
き
ま
す
。
担
い

手
や
後
継
者
の
育
成
に
力
を
入
れ
、
ま
た
、
農
業

経
験
の
な
い
人
が
市
民
農
園
等
で
自
ら
土
に
触

れ
、
農
業
を
経
験
し
、
育
て
た
農
産
物
で
安
心
・

安
全
を
学
び
、そ
し
て
生
き
が
い
、や
り
が
い
を
感

じ
、
喜
び
に
変
え
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
新
し
い
担
い
手
を
加
え
て
市
と
農
協

の
協
力
を
得
て
、
市
内
の
優
良
農
地
を
守
り
、
そ

こ
か
ら
地
産
地
消
へ
と
つ
な
げ
、
日
進
の
農
業
を

発
展
さ
せ
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

日
進
市
農
業
委
員
会
は
、
今
後
と
も
市
内
の
農

地
を
守
る
た
め
、
努
力
し
ま
す
。
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農
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会
の
使
命
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毎
月
、
会
議
を
開
催
し
、
そ
こ
で

農
地
の
転
用
や
売
買
等
の
議
案
の
審

議
、
議
決
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
会
議

の
日
に
は
、
市
内
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

も
行
っ
て
い
ま
す
。
パ
ト
ロ
ー
ル
は
市

内
各
地
区
を
４
班
に
分
け
て
、
地
域
の

農
業
委
員
を
中
心
に
行
い
、
遊
休
農
地

や
違
反
転
用
の
状
況
等
を
確
認
し
、
必

要
に
応
じ
て
是
正
の
指
導
を
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
最
近
、
近
隣
市
で
、
粘
土
採

取
事
業
者
が
土
を
埋
め
戻
す
際
に
、
産

業
廃
棄
物
を
埋
め
、
摘
発
さ
れ
る
事
件

が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

が
な
い
よ
う
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し

て
い
ま
す
が
、
地
権
者
に
お
い
て
も
自

身
の
農
地
を
守
る
た
め
、
埋
め
戻
す
土

が
ど
こ
か
ら
運
び
込
ま
れ
る
も
の
か
等

内
容
を
確
認
し
、
管
理
を
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
悪
質
な
業
者

に
よ
る
不
審
な
行
為
等
を
発
見
し
た
際

に
は
、
農
業
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
内
の
遊
休
農
地
を
解
消
し
、
耕
作

を
推
進
し
て
い
く
た
め
、
市
内
の
農
地

を
活
用
し
、
モ
デ
ル
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

平
成
19
年
に
は
景
観
作
物
で
あ
る

農
業
委
員
（
21
名
）
の
紹
介

小
池
八
郎
（
赤
池
） 

加
藤
竹
男
（
浅
田
）

鈴
木
博
恭
（
梅
森
） 

出
原　

正
（
野
方
）

増
田
勇
夫
（
蟹
甲
） 

福
岡
信
久
（
折
戸
）

萩
野
昭
年
（
藤
枝
） 

武
田
博
泰
（
米
野
木
）

杉
山　

寛
（
三
本
木
） 

中
條
一
美
（
藤
島
）

塚
本
保
彦
（
本
郷
） 

堀
之
内
済
（
岩
崎
西
）

井
上　

求
（
岩
崎
東
） 

鈴
木
昭
忠
（
岩
藤
）

市
川　

豊
（
北
新
） 

牧　

正
行
（
あ
い
ち
尾
東
農
協
推
薦
）

中
川
勝
美
（
愛
知
用
水
土
地
改
良
区
推
薦
）

武
田　

司　

福
岡
幹
雄

岡
田
一
枝　

萩
野
淑
子

（
以
上
議
会
推
薦
）

コ
ス
モ
ス
の
栽
培
を
行
い
、
20
年
春

は
、
近
隣
の
福
祉
施
設
の
方
々
を
招
い

て
じ
ゃ
が
い
も
の
収
穫
祭
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
秋
に
は
近
隣
の
保
育
園
の

園
児
約
80
名
を
招
い
て
収
穫
祭
を
行

い
、
さ
つ
ま
い
も
の
収
獲
と
玉
ね
ぎ
の

植
付
け
、
そ
の
後
、
焼
き
芋
を
し
て
土

に
ま
み
れ
な
が
ら
半
日
農
地
で
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
通
し

て
、
農
地
を
守
る
こ
と
、
地
産
地
消
、

食
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
園
児
た
ち
が
自
分
で
植
え

た
玉
ね
ぎ
の
収
穫
祭
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

現
在
は
１
箇
所
の
農
地
で
行
っ
て
い

ま
す
が
、
で
き
れ
ば
他
の
地
域
で
も
事

業
を
行
い
、
地
域
と
一
緒
に
遊
休
農
地

の
解
消
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

じゃがいも掘り（春）

農地パトロール

さつまいも掘り（秋）

１
「
農
地
の
転
用
・
売
買
・
賃
借

等
の
議
案
の
審
議
・
議
決
」
と

「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
」

●
特
集

２
「
遊
休
農
地
解
消
及
び
食
育

の
モ
デ
ル
事
業
」

日
進
市
農
業
委
員
会
の

　
　
　
　
　
　

取
組
み



伝
え
た
い

岡
田

　一
枝

　委
員

食

育
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農
業
の
担
い
手
〜（
株
）尾
東
農
産
〜

活躍
する

日
々
の
ニ
ュ
ー
ス
で
食
品
に
対
す

る
関
心
の
高
ま
り
が
報
道
さ
れ
て
い

ま
す
。
食
に
対
す
る
意
識
が
見
直
さ

れ
、
食
の
安
心
安
全
を
求
め
る
こ
と

が
地
産
地
消
の
動
き
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
郷
土
食
で
み
ら
れ
る
工
夫

も
次
世
代
に
残
し
て
生
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

食
べ
る
こ
と
は
、
喜
び
で
す
。
口

に
入
る
も
の
が
安
全
で
あ
れ
ば
、
身

も
心
も
豊
か
に
な
り
、
活
力
と
な
り

ま
す
。
食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
理

解
す
る
こ
と
が
食
育
だ
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
秋
の
イ
ベ
ン
ト
で
子
供
連

れ
の
若
い
お
母
さ
ん
が
み
え
て
、
野

●
作
り
方

１　

柿
は
枝
を
Ｔ
字
に

残
し
て
切
る
。

２　

柿
の
皮
を
む
く
。

３　

紐
で
縛
る
。

４　

10
秒
程
度
熱
湯
に
く
ぐ
ら
せ
る

（
雑
菌
処
理
の
た
め
）。

５　

風
通
し
の
よ
い
と
こ
ろ
に
か
け
て

干
す
（
１
カ
月
〜
１
カ
月
半
）。

菜
や
果
物
の
並
ん
で
い
る
中
に
柿
を

見
つ
け
て
、〝
あ
っ
、
こ
れ
渋
柿
だ

ね
！
昔
母
が
作
っ
て
食
べ
さ
せ
て
く

れ
た
。
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
。
私

に
で
き
る
か
し
ら
？
〞
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

干
し
柿
を
作
り
た
い
様
子
で
し
た

の
で
作
り
方
を
教
え
ま
し
た
。

簡
単
な
作
り
方
に
納
得
さ
れ
、〝
こ

れ
な
ら
私
に
も
出
来
そ
う
！　

作
っ

て
、
こ
の
子
に
食
べ
さ
せ
て
あ
げ

る
。〞
と
言
い
、
渋
柿
を
手
に
し
て
、

笑
顔
で
帰
っ
て
い
か
れ
ま
し
た
。

食
育
は
、
家
庭
の
中
で
育
ま
れ
て

き
た
も
の
で
あ
る
と
、
あ
ら
た
め
て

思
い
、
伝
え
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ

を
感
じ
ま
し
た
。

「
大
切
な
農
地
、

有
効
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
！
」

あ
い
ち
尾
東
農
協
の
子
会
社
で
あ

る
㈱
尾
東
農
産
で
は
、
農
家
の
皆
様

の
農
地
を
活
用
し
、
水
稲
を
中
心
に

耕
作
を
行
っ
て
い
ま
す
。

〈
㈱
尾
東
農
産
の
概
要
〉

１　

設　

立　
　

平
成
19
年
４
月

２　

事　

業　
　

農
産
物
の
生
産
・
販
売
、
農

作
業
受
託
、
農
地
の
保
全
管

理
作
業
、
貸
農
園
の
管
理
・

運
営
、
農
作
業
に
関
す
る
研

修
な
ど

平
成
19
年
度
の
利
用
権
設
定

面
積

 

　
　

1.4
ｈ
ａ

平
成
20
年
度
の
利
用
権
設
定

面
積

 

（
見
込
み
）　

10
ｈ
ａ

干し柿

㈱尾東農産スタッフ

●
問
合
せ
先

　

㈱
尾
東
農
産

電　

話０
５
６
１
・
74
・
１
４
１
１

０
５
６
１
・
72
・
０
０
１
６

（
Ｊ
Ａ
日
進
支
店
取
次
）

住　

所
日
進
市
蟹
甲
町
池
下
２
１
３
―
１

　

田
ん
ぼ
（
農
地
）
の
管
理
・
耕
作

で
お
困
り
の
方
は
是
非
「
㈱
尾
東
農

産
」
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。



AGURICULTURAL COMMITEE

ちょっと
一息
手前みそ

お
い
し
い
み
そ
を
作
り
ま
し
ょ
う
！！

萩
野　

淑
子　

委
員

自
分
で
仕
込
ん
だ
手
作
り
み
そ
は
格
別
！

寒
い
2
月
に
仕
込
む
の
が
ベ
ス
ト
！！

１　

農
地
の
転
用
・
売
買
・
賃
借
等
は
、
日
進
市
農
業
委
員

会
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

農
地
を
農
地
以
外
に
転
用
又
は
農
地
を
売
買
・
賃
借
等

す
る
場
合
は
、
農
地
法
上
の
許
可
申
請
（
市
街
化
区
域
に

つ
い
て
は
届
出
）
が
必
要
で
す
。

　

特
に
、
農
地
の
転
用
に
つ
い
て
は
、
資
材
置
場
や
粘
土

採
取
な
ど
の
一
時
的
な
転
用
で
も
許
可
申
請
（
届
出
）
が

必
要
で
す
。
無
断
で
転
用
さ
れ
ま
す
と
罰
則
も
あ
り
ま
す

の
で
、
必
ず
農
業
委
員
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

２　

標
準
小
作
料
を
改
訂
し
ま
し
た
。

　

昨
年
11
月
に
小
作
料
協
議
会
を
開
催
し
、
12
月
の
農
業

委
員
会
の
議
決
を
経
て
、
市
内
農
地
の
標
準
小
作
料
の
改

訂
を
行
い
ま
し
た
。
平
成
21
年
１
月
１
日
か
ら
の
標
準
小

作
料
は
次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
こ
の
標
準
小
作
料
は

あ
く
ま
で
も
参
考
額
で
あ
り
、
農
地
を
賃
貸
借
す
る
場
合

は
、
両
者
納
得
の
上
、
決
定
し
て
く
だ
さ
い
。

　

標
準
小
作
料　

１
０
、０
０
０
円
（
10
ａ
当
た
り
）

３　

全
国
農
業
新
聞
の
ご
購
読
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

週
間
の
全
国
農
業
新
聞
に
は
、
農
業
・
農
政
の
解
説
や

農
業
経
営
・
流
通
の
最
新
情
報
、
く
ら
し
や
地
域
の
話
題

等
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。ご
購
読
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
連
絡
・
相
談
先

　

日
進
市
農
業
委
員
会

（
日
進
市
役
所
産
業
振
興
課
内
農
業
委
員
会
事
務
局
）

　
 

電
話　

０
５
６
１
・
73
・
２
１
９
７

　

材　

料
（
で
き
あ
が
り
10
㎏
分
）　

　

大
豆　

２
升
（
約
2.6
㎏
）

　

米
麹　

１
升
（
約
1.6
㎏
）

　

豆
麹　

１
升
（
約
900
ｇ
）

　

塩　
　

１
㎏

　

作
り
方

❶　

洗
っ
て
３
〜
４
倍
の
水
に
一

昼
夜
浸
水
さ
せ
た
大
豆
を
ざ

る
に
上
げ
水
切
り
す
る
。

❷　

豆
と
水
１
リ
ッ
ト
ル
を
圧
力

鍋
に
入
れ
て
煮
る
。

　
　

強
火
に
か
け
、
蒸
気
が
出
た

ら
弱
火
に
し
15
分
程
煮
る
。

　
　

そ
の
後
、
10
〜
15
分
く
ら
い

圧
が
抜
け
る
ま
で
蒸
ら
す
。

❸　

煮
え
た
ら
熱
い
う
ち
に
ざ
る

に
あ
げ
水
を
切
る
。
煮
汁
は

種
水
用
に
取
っ
て
お
く
。

　
　

豆
を
も
ち
つ
き
器
又
は
す
り

鉢
に
入
れ
つ
ぶ
す
。

❹　

塩
大
さ
じ
１
程
を
残
し
て
、

米
麹
と
残
り
の
塩
を
混
ぜ
、

よ
く
混
ざ
っ
た
ら
豆
麹
と
混

ぜ
、
塩
切
り
麹
と
す
る
。

❺　

つ
ぶ
し
た
大
豆
と
塩
切
り
麹

を
混
ぜ
、
種
水
を
加
え
て
耳

た
ぶ
程
度
の
固
さ
に
す
る
。

❻　

❺
を
丸
め
、
熱
湯
で
消
毒
す

る
か
酢
ま
た
は
ホ
ワ
イ
ト
リ

カ
ー
で
殺
菌
し
た
容
器
に
す

き
間
な
く
詰
め
込
む
。

❼　

❹
で
残
し
て
お
い
た
塩
を
ぱ

ら
ぱ
ら
と
ふ
り
か
け
、
ラ
ッ

プ
で
み
そ
の
表
面
を
ぴ
っ
た

り
覆
う
。

❽　

容
器
の
内
側
を
き
れ
い
に
ふ

き
取
り
殺
菌
し
、
冷
暗
所
で

保
存
す
る
。

＊
最
後
に
＊

　

詰
め
終
わ
っ
た
ら
完
全
に
冷
め

て
か
ら
蓋
を
し
ま
す
。
タ
ッ
パ
ー

等
の
密
封
容
器
は
重
石
を
し
な
く

て
も
熟
成
し
ま
す
が
、
ホ
ー
ロ
ー

容
器
、
瓶
、
漬
物
容
器
な
ど
は
重

石
を
し
て
く
だ
さ
い
。
カ
ビ
が
生

え
な
い
よ
う
に
、
ホ
ワ
イ
ト
リ

カ
ー
又
は
酢
で
き
れ
い
に
殺
菌
し

ま
す
。
み
そ
は
土
用
を
越
す
と
お

い
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
。
３
年
程

お
く
と
、
香
り
は
多
少
落
ち
ま
す

が
こ
く
が
で
て
き
ま
す
。

お
知
ら
せ


